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第
七
七
回
、
岡
山
県
中
央
メ
ー
デ
ー
は
五
月

一
日
、
旭
川
河
川
敷
相
生
橋
で
、
労
働
組
合
、

民
主
団
体
か
ら
四
十
六
団
体
、
約
七
〇
〇
人
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
メ
ー
デ
ー
で
は
、
各
団
体
が
中
央
舞
台

で
「
憲
法
・
教
育
基
本
法
を
守
れ
」
（
高
教
組
） 

「
医
療
改
悪
反
対
」
（
医
労
連
）
「
大
増
税
許
さ
ん

ぞ
！
」
（
民
商
）
と
寸
劇
な
ど
で
訴
え
ま
し
た
。 

倉
敷
支
部
結
成
記
念
の
中
国
旅
行 

楽
し
く
無
事
終
了 

 

去
る
４
月
２０
日
か
ら
２４
日
に
か
け

て
、
西
安
、
北
京
を
訪
ね
る
４
泊
５
日

の
中
国
の
旅
は
、
総
勢
１７
名
が
参
加

し
ま
し
た
。 

 

西
安
で
は
、
真
備
町
と
交
流
関
係
の

あ
る
長
安
区
を
表
敬
訪
問
し
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
西
安
外
国
語

大
学
の
日
本
語
学
部
の
学
生
さ
ん
と

も
夕
食
を
共
に
し
な
が
ら
、
楽
し
く

懇
談
し
ま
し
た
。 

 

世
界
遺
産
で
あ
る
兵
馬
俑
も
充
分

堪
能
。 

《写真左》倉敷市長の親書を手渡す大森支部長  

《写真上》延々と観光客の列が続く万里の長城 

《写真右下》世界遺産・兵馬俑 

 

 

第七七回岡山県中央メーデー 

天安門前広場にて 

 

 

中
国
「
残
留
孤
児
」
訴
訟
の
原
告
団
は
、
争
議

団
の
一
員
と
し
て
舞
台
で
高
杉
団
長
・
大
森
副

団
長
他
四
名
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

支
え
る
会
か
ら
は
、
竹
内
副
会
長
を
は
じ
め
、

多
数
の
人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
団
体
か
ら
参

加
し
ま
し
た
。 

 

集
会
後
は
、
五
月
晴
れ
の
な
か
を
「
中
国
残
留

孤
児
の
人
間
ら
し
く
生
き
る
闘
い
に
ご
支
援

を
！
」
と
書
い
た
ゼ
ッ
ケ
ン
を
付
け
て
、
柳
川
交
差

点
ま
で
約
一
時
間
デ
モ
行
進
に
参
加
し
ま
し
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
小
林
） 

北
京
で
は
故
宮
を
一
般
と
は
逆
の

入
門
を
行
な
っ
て
、
新
し
い
発
見
が
あ

り
、
日
中
戦
争
の
発
端
と
な
っ
た
盧

溝
橋
博
物
館
で
は
、
侵
略
の
実
態
を

ま
ざ
ま
ざ
と
目
に
焼
き
付
け
て
帰
っ

て
き
ま
し
た
。 

 

今
回
、
夜
の
王
府
井
（
北
京
の
繁
華

街
）
、
胡
同
（
横
町
）
を
歩
い
た
こ
と
も

収
穫
の
一
つ
で
し
た
。 

 

（
「
日
中
く
ら
し
き
だ
よ
り
」 

５
・
３
よ
り
転
載
） 

日中青年の集い 

“笠井山へハイキング” 

５月２８日（日） 

参加費：１０００円 

集合：津山線 備前原駅前１０時 

自転車で参加の人は、 

岡山大学図書館前に９時半集合 

電車で参加の人は、 

岡山駅発９時４０分で～ 

事前の申し込みが必要です。（限定 50 名） 

申し込み先 090-7542-6139 

 

2006 年度 

日中友好協会岡山支部総会 

日 時：６月１１日(日)午前１０時～ 

場 所：岡山医療生協コムコム会館 

（岡山市赤坂本町２－２０） 

◇参加費：５００円（弁当代） 

◇午後から折りずる作業です。ご協力を 

お願いいたします。 

◇参加申し込みが必要です。 

◇同封の議案をご覧ください。 

申し込み先：０８６－２７２－３０１０ 



 

深
刻
な
社
会
問
題 

「
ニ
ー
ト
」
に
関
す
る
議
論
は
日
本

の
メ
デ
ィ
ア
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
隣
の
中
国
で
も
こ
の
こ

と
は
傍
観
で
き
な
い
深
刻
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
し
、
も
は
や
国
際
社

会
に
お
い
て
も
共
通
の
問
題
と
も
言

え
る
。 

 

さ
て
中
国
に
お
い
て
こ
の
問
題
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
原

因
と
対
策
を
考
え
て
み
た
い
。 

中
国
老
齢
科
研
セ
ン
タ
ー
の
調
査
に

よ
る
と
65
％
以
上
の
家
庭
が
就
職
し

な
い
若
者
を
抱
え
、
15
歳
か
ら
25
歳

ま
で
の
若
者
の
30
％
以
上
は
、
勉
強

も
就
職
も
せ
ず
親
の
す
ね
を
か
じ
る

経
験
を
し
て
い
た
と
い
う
。
社
会
学
者

は
こ
れ
を
「
新
失
業
族
」
や
「
ｎ
ｅ
ｅ
ｔ

族
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
普
及
し
て
い

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
自
立
す
る

年
齢
な
の
に
な
ん
ら
か
の
原
因
で
職

に
つ
か
ず
、
親
に
養
っ
て
も
ら
う
若
者

の
こ
と
を
「
す
ね
か
じ
り
族
」
、
「
米
ぞ

う
む
し
」
と
呼
び
、
世
間
が
見
る
目
に

代
で
あ
る
。
折
り
し
も
彼
ら
は
受
験

競
争
の
激
し
い
時
代
で
成
長
し
た
。 

親
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
の
心
の
健
康

よ
り
も
、
健
康
の
指
数
と
成
績
の
点

数
を
重
視
し
て
き
た
。 

一
人
っ
子
た
ち
は
親
の
高
い
期
待
を

背
負
っ
て
、
小
、
中
学
校
、
高
校
、
大

学
と
受
験
勉
強
ば
か
り
強
い
ら
れ
た
。

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
に
は
人
間
が
社

会
的
に
生
き
て
い
く
た
め
の
知
恵
や

力
を
育
む
要
素
が
無
限
に
あ
る
と
言

う
の
に
、
兄
弟
が
い
な
い
し
、
勉
強
の
た

め
に
友
達
と
遊
ぶ
時
間
も
極
端
に
制

限
さ
れ
、
親
の
「
期
待
と
干
渉
」
の
中

で
、
子
ど
も
た
ち
は
人
間
関
係
作
り
の

能
力
が
十
分
に
鍛
え
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。 

上
記
の
よ
う
な
「
子
ど
も
中
心
」
の

生
活
の
中
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
苦
労

と
我
慢
を
重
ね
て
収
穫
す
る
達
成
感

が
味
わ
え
ず
、
こ
れ
を
成
し
遂
げ
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
忍
耐
力
と
自
律

力
が
萎
縮
し
が
ち
に
な
る
。 

「
期
待
と
干
渉
」
は
、
勉
強
の
ほ
か
に

子
供
に
遊
び
や
技
能
の
訓
練
を
十
分

に
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に

し
、
こ
れ
で
は
社
会
性
と
か
社
会
的
に

自
立
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

は
厳
し
い
も
の
が
あ

る
。 上

海
『
労
働
報
』
で

は
就
職
し
な
い
若
者

を
次
の
よ
う
に
分
類

し
て
い
る
。 

そ
の
一
、
学
歴
が

低
く
何
も
技
能
を
持

っ
て
い
な
い
。
こ
う
い

う
人
は
力
仕
事
に
つ

く
し
か
な
い
。
し
か
し

き
つ
い
し
汚
い
、
労
働

条
件
が
悪
く
給
料
も

安
い
の
が
嫌
い
だ
と
い

っ
て
仕
事
に
つ
か
な
い

の
が
30

％
も
占
め

る
。 

出
来
る
は
ず
が
な
い
。
子
供
の
自
立
心

を
育
て
る
の
に
「
魚
よ
り
釣
竿
を
与
え

る
ほ
う
が
い
い
」
と
心
理
学
者
が
提
言

し
て
い
る
。 

中
国
政
府
は
２
０
０
５
年
に
百
億

元
の
資
金
（
約
１
４
０
０
億
円
）
を
投

入
し
て
職
業
訓
練
教
育
を
強
化
す

る
。
優
秀
な
青
年
企
業
家
を
大
大
的

に
表
彰
し
、
若
者
の
就
職
意
欲
を
促

す
な
ど
の
対
策
を
う
ち
出
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
若
者
が
も
う
一
度
社
会

に
出
て
行
く
の
に
大
事
な
外
面
的
な

環
境
整
備
で
は
あ
る
が
、
家
庭
教
育

と
学
校
教
育
の
あ
り
方
を
も
う
一
度

考
え
る
内
面
的
環
境
改
善
も
不
可
欠

な
も
の
だ
と
思
う
。 

中
国
「
残
留
孤
児
」
訴
訟 

 

署
名
数
は 

○ 

総
理
大
臣
あ
て
・
二
万
八
千
百
四
十
筆 

○ 

東
京
地
裁
あ
て
・
千
二
百
十
六
筆 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
五
月
十
二
日
現
在
） 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

 

６
月
１２
日
（
月
）
午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
な
い
ま
す
。 

 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
々
で
す
。 

 

そ
の
二
、
高
卒
の
人
が
多
く
望
み
の

就
職
先
が
見
つ
か
ら
な
い
の
が
15
％
。 

そ
の
三
、
急
成
長
に
伴
い
企
業
の
淘

汰
が
激
し
く
な
る
こ
と
を
背
景
に
、
一

度
職
を
失
っ
た
人
が
な
か
な
か
再
就

職
で
き
な
い
の
が
10
％
。 

そ
の
四
、
能
力
も
適
性
も
な
く
、
人

間
関
係
も
う
ま
く
い
か
な
い
た
め
に
仕

事
を
辞
め
る
の
が
10
％
。 

そ
の
五
、
ち
ょ
っ
と
し
た
挫
折
で
失

望
落
胆
し
、
家
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

一
人
っ
子
政
策
が
・
・
・ 

な
ぜ
若
者
た
ち
は
こ
の
よ
う
に
無

気
力
に
な
る
の
か
。
20
歳
か
ら
30
歳

ぐ
ら
い
の
失
業
青
年
は
、
70
年
後
期

か
ら
80
年
代
に
か
け
て
い
わ
ば
一
人
っ

子
政
策
の
時
代
に
生
ま
れ
、
「
小
皇

帝
」
の
よ
う
に
大
事
に
育
て
ら
れ
た
世

代
で
あ
る
。
彼
ら
の
成
長
過
程
に
お
い

て
は
、
両
親
・
祖
父
母
な
ど
多
く
の
大

人
に
囲
ま
れ
、
ほ
し
い
物
が
あ
れ
ば
す

べ
て
満
足
さ
せ
る
、
ち
や
ほ
や
す
る

「
子
供
中
心
」
の
生
活
を
し
て
き
た
世

この写真は杭州職業訓練学校の授業風景 

吉林省職業訓練学校の実習現場 

『
岡
山
の
記
憶
』 

第
８
号
を
発
行 

岡
山
・
十
五
年
戦
争
資
料
セ
ン
タ
ー 

特
集
：
有
事
法
制
下
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か 

① 

岡
山
で
の
有
事
動
員
体
制 

② 

岡
山
県
国
民
保
護
計
画(

素
案)

に
対
す
る
意
見 

③ 

岡
山
県
国
民
保
護
計
画(

素
案)

に
関
す
る
意
見
の
概

要
及
び
意
見
に
関
す
る
県
の
考
え
方 

④ 

有
事
法
制
“
対
案
”
と
し
て
の
「
無
防
備
地
域
宣
言
」

運
動 

⑤ 

え
つ
！
話
し
合
っ
た
だ
け
で
罪
に
な
る
？
？ 

―
共
謀
罪
の
危
険
性
― 

⑥ 
日
本
原
演
習
場
で
初
め
て
の
日
米
共
同
訓
練 

⑦ 

自
衛
隊
が
旧
日
本
軍
の
掃
討
作
戦
を
学
習
中 

巻
頭
言
に
倉
敷
支
部
支
部
長
の
大
森
久
雄
さ
ん
が

「
今
、
ま
た
、
ま
だ
、
な
ぜ
あ
ん
な
大
和
か
」 

を
書
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

頒
布
価
格 

八
〇
〇
円 

連
絡
先 

０
８
６
―
２
７
３
―
４
０
６
８ 

 

 

 

 

 

 

小林 

澤山 

竹内和 

竹内袈 

服部 

 

 

 

 

２２２００００００６６６年年年度度度    在在在日日日講講講座座座    第第第一一一回回回    

『“大地の子
”
を支えたもの』 

講師 河村正一 

NHK 岡山放送局 局長 

と き ７月１日(土)18:00～20:00 

ところ アジア国際センター ４階 

〈岡山市駅前町 1-5-21 JR 岡山駅から徒歩７分〉 

◇参加費：無料 ◇定員：150 名（先着） 

◇主催：韓国民団岡山県本部 お問合せ：(086)225-0826 

プロフィール：河村正一氏（かわむらまさかず） 

昭和２４年大分県生まれ、昭和４８年３月 早稲田大学･政治経済学部卒業 

４月 ＮＨＫ入局 以後、佐賀放送局・名古屋放送局・番組制作局ドラマ番組部等に勤

務。主にドラマ番組の演出・制作に従事。 

平成１０年６月～岡山放送局・放送部長 

平成１３年６月～労務・人事室付（ＮＨＫ放送研修センター出向） 

平成１６年６月～岡山放送局・局長 

（主な演出作品） 銀河テレビ小説「たけしくん！ハイ」「黒潮に乾杯！」 

土曜ドラマ「白夜」 ＮＨＫ特集「帰ってきたツバメ」など。 

（主な制作作品） 日中共同制作「大地の子」 正月時代劇「命捧げ候」など。 

壮族の娘 

六朝代の石像 

姜姜姜
波波波
先先先
生生生
ににに
よよよ
るるる
中中中
国国国
事事事
情情情   

④④④   

傍傍傍
観観観
ででで
ききき
ななな
いいい
「「「
ニニニ
ーーー
トトト
」」」
ののの
問問問
題題題   

 


